
「 台東区教育大綱」 が改定されました

　「台東区教育大綱」は、策定から約４年が経とうとしており、社会情勢

の変化等に対応するため、５月８日（水曜日）に区長及び教育委員会から

なる総合教育会議が開催され、下記のように教育大綱が改定されました。

台東区は、上野、浅草、谷中、隅田川など歴史と伝統に恵まれた

地域を擁し、情緒ある個性豊かな文化を育んできたまちです。日々

のにぎわいある暮らしの中で、子供からお年寄りまで様 な々世代が

助け合い、心意気と人情で支え合いながら希望と活力にあふれた暮

らしを続けています。

今、本区では、こうしたかけがえのない財産を活かし、「教育はひ

とづくり」の観点から、台東区のまち全体を人が成長するための環

境「学びのキャンパス」としてとらえ、学校、家庭、地域の信頼と支

え合いの中で、将来の台東区を担うひとづくりを推進しています。

今後も、この施策をさらに充実させ、地域に支えられたひとづく

りが、世界に輝く台東区を築く人材を育むとともに、平和で、多様

な人々 が活躍できる魅力あるまちづくりへと結びつくよう、次の項

目に取り組みます。

※下線部分が改定箇所。本文に続く５つの項目は従来通り。

●区長が招集し、会議は原則

として公開で行われます。

●構成員は区長と教育委員

会です。

●教育の条件整備など重点

的に講ずべき施策等につ

いて協議します。

●教育行政の根本的な大方

針のことです。

●総合教育会議で区長と教

育委員会が協議・調整し

て区長が策定します。

●区長及び教育委員会は、

策定した教育大綱を尊重

し、その方向に向けて努

力していきます。

総合教育会議とは 教育大綱とは

び 

―Ｉ ＣＴ教育を推進しています―

次期学習指導要領では、情報を整理し効果的に表現するなどの「情報

活用能力」が、学習の基盤となる資質・能力の１つとして示されています。

台東区教育委員会では、浅草小学校、蔵前小学校、駒形中学校の３校

を「台東区ICTモデル校」に指定し、タブレット型パソコンをはじめとす

るICT機器の活用法について研究しています。

このように、子供たちがICT機器を学習の道具として使うことで、情

報活用能力を高めることができます。台東区教育委員会では、今後もよ

り一層ICT教育を推進していきます。

活動の一例

浅草小学校2年生の生活科の授業

自分が育てている野菜の写真を

タブレット型パソコンで撮影し、プ

レゼンテーションソフトに書き込み

ながら成長記録を作っています。

蔵前小学校1年生の生活科の授業

お絵描きソフトを使って、文字

や絵を入れながら学校公開の招待

状を作っています。授業の様子を

教育委員が視察しました。

駒形中学校1年生の保健体育の授業

マット運動をタブレット型パソ

コンで動画撮影し、その場で再生

して生徒同士で動きを確かめ、相

互評価に生かしています。
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お問合せ先：庶務課庶務係 5246－1402 お問合せ先：指導課教育改革係 5246－1454


